
 
 

 

「
民
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
及
び
「
相
続
等
に
よ
り
取
得
し
た
土
地
所
有
権
の
国
庫
へ
の
帰
属
に
関
す
る

法
律
案
」
に
対
す
る
附
帯
決
議 

令
和
三
年
四
月
二
十
日 

参

議

院

法

務

委

員

会 

 

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
格
段
の
配
慮
を
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

一 

経
済
価
値
の
乏
し
い
相
続
土
地
の
国
庫
帰
属
に
つ
い
て
は
、
申
請
人
の
負
担
軽
減
の
必
要
性
も
踏
ま
え
、
承
認
要
件
や
申

請
人
の
費
用
負
担
の
在
り
方
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
施
行
後
五
年
間
の
運
用
状
況
を
踏
ま
え
、
検
討
を
行
う
に
当
た
っ
て

は
、
土
地
所
有
権
の
放
棄
の
在
り
方
、
承
認
申
請
者
の
要
件
、
国
庫
帰
属
後
の
土
地
の
利
活
用
の
方
策
そ
の
他
の
事
項
に
つ

い
て
も
検
討
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
ま
た
、
承
認
申
請
が
あ
っ
た
際
に
は
、
関
係
機
関

や
地
方
公
共
団
体
と
の
連
絡
・
連
携
を
密
に
し
、
土
地
の
有
効
活
用
の
機
会
を
確
保
す
る
よ
う
、
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
運

用
に
努
め
る
こ
と
。 

二 

相
続
登
記
等
の
申
請
の
義
務
違
反
の
場
合
に
お
い
て
、
法
務
局
に
お
け
る
「
正
当
な
理
由
」
の
判
断
や
裁
判
所
に
対
す
る



過
料
事
件
の
通
知
の
手
続
等
過
料
の
制
裁
の
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
透
明
性
及
び
公
平
性
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
Ｄ

Ｖ
被
害
者
の
状
況
や
経
済
的
な
困
窮
の
状
況
等
実
質
的
に
相
続
登
記
等
の
申
請
が
困
難
な
者
の
事
情
等
を
踏
ま
え
た
柔
軟
な

対
応
を
行
う
こ
と
。 

三 

相
続
人
申
告
登
記
、
住
所
等
の
変
更
登
記
を
は
じ
め
と
す
る
新
た
に
創
設
す
る
職
権
的
登
記
に
つ
い
て
、
登
記
申
請
義
務

が
課
さ
れ
る
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
添
付
書
面
の
簡
略
化
に
努
め
る
ほ
か
、
登
録
免
許
税
を
非
課
税
と
す
る
措
置
等

に
つ
い
て
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
併
せ
て
、
所
有
者
不
明
土
地
等
問
題
の
解
決
に
向
け
て
相
続
登
記
の
登
録
免
許
税
の
減

免
や
添
付
書
面
の
簡
略
化
に
つ
い
て
必
要
な
措
置
を
検
討
す
る
こ
と
。 

四 

在
留
外
国
人
が
各
種
相
続
手
続
に
必
要
な
書
類
を
収
集
す
る
こ
と
に
困
難
を
伴
う
例
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
、
在
留

外
国
人
の
身
分
関
係
を
証
明
し
や
す
く
す
る
た
め
の
取
組
に
つ
い
て
、
必
要
な
検
討
を
行
う
こ
と
。 

五 

遺
産
分
割
協
議
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
を
登
記
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
は
確
定
的
な
権
利
帰
属
を
促
進
し
、
不
動
産
所
有
権

の
分
散
化
の
防
止
に
つ
な
が
る
も
の
で
、
本
改
正
の
趣
旨
に
も
沿
う
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
係
機
関
及
び
専
門
職
者
は

連
携
体
制
を
強
化
し
、
そ
の
促
進
に
向
け
て
、
積
極
的
に
周
知
広
報
を
行
う
こ
と
。 

六 

登
記
官
が
他
の
公
的
機
関
か
ら
死
亡
等
の
情
報
を
取
得
し
、
職
権
で
登
記
に
符
号
を
表
示
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
死
亡
等



の
情
報
が
迅
速
に
か
つ
遺
漏
な
く
登
記
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
情
報
収
集
の
仕
組
み
に
つ
い
て
更
に
検
討
し
、
必
要
な
措
置

を
講
ず
る
と
と
も
に
、
死
亡
者
課
税
を
極
力
避
け
る
べ
く
死
亡
者
の
情
報
に
つ
い
て
の
各
種
台
帳
相
互
の
連
携
を
図
る
こ
と
。 

七 

両
法
案
に
基
づ
く
新
た
な
所
有
者
不
明
土
地
対
策
と
し
て
の
各
種
施
策
を
着
実
に
実
施
し
、
所
有
者
不
明
土
地
問
題
の
解

決
を
図
る
た
め
、
法
務
局
の
十
分
な
人
的
体
制
及
び
予
算
の
確
保
を
図
る
こ
と
。 

八 

所
有
者
不
明
土
地
等
問
題
の
地
域
性
や
土
地
等
の
種
類
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
を
踏
ま
え
た
解
決
に
向
け
て
、
効
率

的
な
管
理
と
申
立
人
の
負
担
の
軽
減
を
趣
旨
と
す
る
所
有
者
不
明
土
地
等
の
新
た
な
財
産
管
理
制
度
の
諸
施
策
を
実
施
す
る

に
当
た
っ
て
は
、
司
法
書
士
や
土
地
家
屋
調
査
士
等
の
専
門
職
者
の
積
極
的
な
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
制
度
の
趣
旨
及
び

請
求
が
可
能
な
利
害
関
係
人
や
利
用
が
で
き
る
事
例
等
に
つ
い
て
周
知
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
財
産
管
理
制
度
に
お
い
て
、

管
理
人
に
よ
る
土
地
等
の
処
分
に
対
す
る
裁
判
所
の
許
可
が
適
切
に
な
さ
れ
る
よ
う
、
借
地
関
係
等
の
利
用
状
況
や
売
買
の

相
手
方
を
慎
重
に
調
査
す
べ
き
こ
と
を
関
係
者
に
周
知
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
本
法
施
行
後
の
実
務
の
運
用
状
況
を
踏
ま
え
、

必
要
に
応
じ
て
裁
判
所
の
許
可
に
対
す
る
利
害
関
係
人
の
不
服
申
立
て
制
度
の
導
入
等
を
検
討
す
る
こ
と
。 

九 

今
回
の
所
有
者
不
明
土
地
対
策
の
た
め
の
見
直
し
は
国
民
生
活
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
民

全
般
に
十
分
に
浸
透
す
る
よ
う
、
積
極
的
か
つ
細
や
か
な
広
報
活
動
を
行
い
、
周
知
徹
底
に
努
め
る
と
と
も
に
、
本
法
施
行



前
に
発
生
し
た
相
続
に
つ
い
て
相
続
登
記
等
の
申
請
義
務
化
に
関
す
る
規
定
や
遺
産
分
割
に
関
す
る
規
定
が
適
用
さ
れ
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
国
民
の
混
乱
を
防
止
す
る
観
点
か
ら
、
特
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。
こ
の
際
、
法
律
専
門
職
者
と
の
連

携
に
努
め
る
と
と
も
に
、
広
報
に
必
要
な
予
算
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
。 

十 

隣
地
使
用
権
や
導
管
設
置
権
を
始
め
と
す
る
新
た
な
相
隣
関
係
の
諸
規
定
に
つ
い
て
は
、
広
く
国
民
に
周
知
を
す
る
ほ
か
、

導
管
の
設
置
等
に
関
わ
る
地
方
公
共
団
体
や
事
業
者
等
に
も
周
知
広
報
を
行
う
こ
と
。 

十
一 

所
有
者
不
明
土
地
対
策
の
観
点
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
る
、
長
期
相
続
登
記
等
未
了
土
地
解
消
作
業
、
表
題
部
所
有
者
不

明
土
地
解
消
作
業
、
法
務
局
に
お
け
る
遺
言
書
の
保
管
制
度
等
の
諸
施
策
に
つ
い
て
は
、
司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
等

の
専
門
職
者
の
活
用
を
図
り
つ
つ
、
よ
り
一
層
推
進
し
て
い
く
こ
と
。 

十
二 

法
定
相
続
人
の
範
囲
の
特
定
に
係
る
国
民
の
負
担
に
鑑
み
、
令
和
五
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
戸
籍
証
明
書
等
の
広
域
交

付
の
実
施
状
況
等
を
踏
ま
え
、
更
な
る
負
担
の
軽
減
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
ほ
か
、
所
有
者
探
索
に
関
し
て
、
国
や
地
方
公

共
団
体
か
ら
委
託
を
受
け
た
専
門
家
の
調
査
に
お
け
る
戸
籍
証
明
書
等
の
取
得
の
手
続
の
円
滑
化
に
つ
い
て
も
、
オ
ン
ラ
イ

ン
化
等
を
含
め
、
検
討
す
る
こ
と
。 

十
三 

国
土
の
有
効
利
用
を
図
る
観
点
か
ら
、
国
土
調
査
事
業
及
び
地
図
作
成
事
業
を
迅
速
に
実
施
し
て
不
動
産
登
記
法
第
十



四
条
地
図
を
整
備
し
、
土
地
の
筆
界
の
明
確
化
を
図
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
ラ
ン
ド
バ
ン
ク
の
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ

い
て
検
討
す
る
と
と
も
に
活
用
の
強
化
を
図
る
ほ
か
、
新
た
に
創
設
さ
れ
る
管
理
不
全
土
地
管
理
命
令
に
つ
い
て
の
地
方
公

共
団
体
の
長
に
よ
る
申
立
て
を
認
め
る
こ
と
を
検
討
す
る
こ
と
。 

  
 

右
決
議
す
る
。 


